











関東地方には現在でも多くの米軍基地がある。沖縄県には及ばないものの，2020 年現在，関東 1 都 6 県に 22 か所の








災に関するもの（大平 2017；上杉 2018 など），自然災害に関するもの（相澤 2005；川島 2016 など）が多い。米軍基
地やその跡地を取り上げた研究は，基地が立地する地域社会との関係（吉田 2015；加藤 2018 など）や，基地文化（新










の 4 類型にいかに修正が考えられるか，考察を試みたい。 
関東地方の米軍基地跡地のうち，本稿では，1968 年以降返還（一部返還も含む）・返還面積 10,000 ㎡以上の事例を対
象とする。対象となる米軍基地については基地対策全国連絡会議編（1983）に基本的に依拠したが，大和空軍施設を立
川飛行場とは別個に扱った。さらに，島嶼部にあるもの，返還から日が浅いもの 3)，また大半が自衛隊基地など立入不可











表 1 に示したように，45 か所の米軍基地跡地のうち，米軍基地と何らかの関連があるモニュメントが存在するのが 7
か所，解説板などのみがあるのが 12 か所である。半分以上の 26 か所では米軍基地跡地であることは全く景観のなかに
示されていない。上述のフットの 4 類型にとりあえず従ってみるならば，「選別」とよべるのが 19 か所で，残りは「復
旧」ということになろうか。 
 数が非常に少ないばかりでなく，表 1 をみると，米軍基地跡地そのものを記念したといえるモニュメントも解説板も
皆無であることがわかる。例えば，図 2 は陸軍医療センター跡地のモニュメントであるが，碑文では相模原町の歴史を
振り返るなかで，「…この相模大野中央公園一帯は…昭和 15 年に相模原陸軍病院が開院され，昭和 33 年には在日米陸軍
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表 1 関東地方米軍基地等跡地のモニュメント・解説板など 

































根岸競馬場地区（横浜市中区） 「根岸競馬場跡」解説板（横浜市教育委員会など，1994 年），「根岸森林公園案内図」 
神奈川ミルクプラント（横浜市神奈川区） 「浦島公園と周辺」解説板 
陸軍医療センター（相模原市南区） 「相模原町誕生 60年」碑（相模原南ライオンズクラブ，2001年） 
横浜チャペルセンター（横浜市中区） 「横浜公園の歴史」解説板（横浜市，2011年） 
陸軍出版センター（川崎市中原区） 「川崎市中原平和公園について」解説板（川崎市） 




















ト類がない事例がある。例えば，相模原市内には現在も相模総合補給廠とキャンプ座間の 2 つの米軍基地があり，図 1
にも示したように，返還された基地跡地も多数ある。しかし，基地跡地に建てられた，米軍の存在を物語るモニュメント
















図 4 グラントハイツ跡地の「平和祈念碑」 
東京都練馬区（光が丘公園）。2013年撮影。 
図 5 府中空軍施設跡地の「平和の森公園」表示 
東京都府中市。公園名の表示であるがモニュメントに
似た存在感がある。2015年撮影。 
図 6 東富士演習場跡地の「解放之碑」 
静岡県御殿場市。2011 年撮影。 





























































示した負の記憶の景観化の 4 類型について考察を行った。 














〔付記〕 本稿は日本地理学会 2017 年秋季学術大会（於三重大学）におけるポスター発表を骨子としている。 
 
注 
1)  日米地位協定 2-4-(a) に基づいて日米で共同使用している施設を含む。https://www.mod.go.jp/j/approach/zaibeigun/us_sisetsu/ 
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